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⑴

会
員
増
強
運
動
功
労
者
表
彰

小
名

守
氏

㈱
新
和

西
村

修
氏

仮
設
機
材
工
業
㈱

渡
部

政
雄
氏

㈱
サ
ン
ラ
イ
ズ
ス
ポ
ー
ツ

⑵

会
員
増
強
目
標
達
成
地
区
表
彰

八
幡
地
区

松
山
地
区

平
田
地
区

⑶

研
修
会
等
事
業
推
進
者
表
彰

阿
部

昭
氏

㈱
阿
部
製
材
所

林

耕
太
郎
氏

Ｔ
＆
日
本
メ
ン
テ
開
発
㈱

志
田

正
義
氏

志
田
建
設
㈱

畑
山

修
一
氏

㈱
畑
山

⑷

感
謝
状
贈
呈

西
村

文
樹
氏

大
同
生
命
保
険
㈱

山
形
営
業
支
社

庄
内
営
業
所

総
会
開
催
に
当
た
っ
て
は
、

予
め
総
会
案
内
に
議
案
書

（
簡
易
版
）
と
資
料
を
全
会

員
に
発
送
し
、
出
席
を
要
請

し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
当

日
総
会
出
席
者
は
１
０
９
名
、

議
決
権
行
使
書
の
提
出
５
６

８
件
、
委
任
状
提
出
１
１
１

件
と
な
り
、
定
款
第
17
条
の

規
定
に
基
づ
く
定
足
数
を
満

た
し
て
い
る
こ
と
が
報
告
さ

れ
総
会
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
議
事
に
入
る
前
に
、

恒
例
の
「
表
彰
式
」
が
行
わ

れ
、
８
名
３
地
区
が
表
彰
さ

れ
ま
し
た
。

議
事
で

は
、
報
告

事
項
と
し

て
、
平
成

25
年
度
の

事
業
報
告

及
び
平
成

26
年
度
事

業
計
画
及
び
収
支
予
算
が
事

務
局
よ
り
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
報
告
事
項
は
、
そ
れ
ぞ

れ
定
款
の
規
定
に
基
づ
き
、

理
事
会
の
承
認
を
受
け
、
総

会
に
報
告
を
す
る
も
の
で
す
。

総
会
で
の
議
決
事
項
と
し
て
、

平
成
25
年
度
決
算
書
類
の
承

認
は
、
監
事
の
監
査
報
告
と

共
に
報
告
さ
れ
、
承
認
さ
れ

ま
し
た
。

総
会
に
先
立
ち
開
催
さ
れ

た
記
念
講
演
会
は
、
Ｔ
Ｂ
Ｓ

テ
レ
ビ
報
道
局

解
説
・
専

門
記
者
室
長
の
杉
尾
秀
哉
氏

が
軽
妙
な
語
り
口
で
「
今
後

の
政
局
と
日
本
経
済
の
展

望
」
│
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
の
行

方
│
と
題
し
１
３
０
名
の
聴

衆
を
前
に
語
っ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
そ
の
後
の
質
疑
応

答
で
も
、
質
問
者
が
続
き
予

定
時
間
を
オ
ー
バ
ー
す
る
ほ

ど
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

挨拶する弦巻副会長

第
３
回
通
常
総
会
が
、
５
月
23
日
㈮
ベ
ル
ナ
ー
ル
酒
田

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
県
内
各
単
位
会
に
先
駆
け
て
公
益

社
団
法
人
に
移
行
し
、
二
年
間
の
実
績
を
踏
ま
え
、
新
年

度
の
運
営
を
話
し
合
う
場
と
な
り
ま
し
た
。





公益社団法人酒田法人会

第３回通常総会報告第３回通常総会報告
｢公
益
社
団
法
人
｣
移
行
三
年
目

｢公
益
社
団
法
人
｣
移
行
三
年
目

組
織
総
点
検
の
仕
上
げ
の
年
に

組
織
総
点
検
の
仕
上
げ
の
年
に

表
彰
を
受
け
ら
れ
た

表
彰
を
受
け
ら
れ
た

皆
さ
ん

皆
さ
ん
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基

本

方

針

「
公
益
社
団
法
人
」
に
移
行
し
、
３

年
目
を
迎
え
、
こ
れ
ま
で
「
法
人
制

度
改
革
」
の
精
神
に
沿
っ
て
取
り
組

ん
で
き
た
組
織
総
点
検
の
仕
上
げ
の

年
と
位
置
付
け
た
い
。

今
年
度
の
基
本
方
針
は
、
引
き
続

き⑴

税
務
関
係
を
中
心
に
し
つ
つ
、

公
益
性
比
率
を
重
視
し
た
取
組
を

展
開
す
る

⑵

組
織
基
盤
の
整
備
に
努
め
、
加

入
率
の
維
持
・
向
上
に
努
め
る

こ
と
と
し
ま
し
た
。

税
制
改
正
に
向
け
た

提
言
・
要
望

税
制
改
正
に
関
す
る
活
動
は
、
法

人
会
の
主
た
る
活
動
で
あ
り
、
税
制

に
関
す
る
調
査
研
究
を
継
続
し
、
会

員
の
要
望
を
取
り
纏
め
、（
公
財
）

全
法
連
の
提
言
・
要
望
に
繋
げ
て
い

き
ま
す
。
ま
た
、「
税
制
改
正
提
言
」

活
動
と
し
て
自
治
体
・
議
会
に
働
き

か
け
て
参
り
ま
す
。

税
務
行
政
の
円
滑
化

国
・
地
方
が
推
進
す
る
電
子
化
施

策
に
協
力
す
る
立
場
で
、
会
員
に
対

し
て
啓
発
活
動
を
継
続
し
て
参
り
ま

す
。
Ｐ
Ｃ
環
境
に
よ
っ
て
は
、
習
熟

す
る
こ
と
に
課
題
も
あ
る
の
で
、
関

係
当
局
と
連
携
を
密
に
し
、
環
境
整

備
の
促
進
を
図
っ
て
い
き
た
い
と
考

え
ま
す
。

社
会
貢
献
に
つ
い
て

公
益
法
人
に
な
り
、
以
前
に
増
し

て
組
織
規
模
に
見
合
っ
た

社
会
的
責
任
が
、
強
く
求

め
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
そ
の
意
味
で
、
本

部
及
び
青
年
部
会
・
女
性

部
会
・
研
修
部
会
が
一
体

と
な
っ
て
諸
活
動
に
取
り

組
む
こ
と
で
、
社
会
貢
献

に
寄
与
で
き
る
も
の
と
考

え
ま
す
。
今
年
も
、
広
く

参
加
者
を
募
っ
て
の
公
開

講
演
会
・
研
修
会
等
を
開

催
す
る
と
と
も
に
、
共
催

事
業
に
も
可
能
な
限
り
協

力
し
て
い
き
ま
す
。

８
年
目
を
迎
え
る
、
小

学
生
を
対
象
と
し
た
「
出

前
租
税
教
室
」
は
特
徴
的

な
活
動
と
し
て
評
価
さ
れ
て
お

り
、
今
年
度
も
継
続
し
て
実
施

し
て
参
り
ま
す
。

組
織
強
化
の
取
組
み
は
、
今

年
度
も
最
重
要
課
題
と
考
え
ま

す
。
組
織
が
健
全
に
維
持
・
活

動
が
可
能
に
な
る
に
は
、
一
定

の
加
入
率
と
、
会
員
の
参
加
が

不
可
欠
で
す
。
日
頃
か
ら
、
地

区
の
情
報
を
共
有
化
し
、
会
員

の
相
互
交
流
を
と
お
し
て
会
の

方
針
・
考
え
方
を
広
く
周
知
し

て
参
り
ま
す
。

ま
た
、
賛
助
会
員
の
加
入
促
進
に

つ
い
て
も
、
積
極
的
に
取
組
ん
で
参

り
ま
す
。

会
員
福
利
厚
生
の
取
組
み

会
員
向
け
福
利
厚
生
事
業
は
、
引

き
続
き
保
険
各
社
と
連
携
を
図
り
な

が
ら
、
そ
の
有
用
性
に
つ
い
て
、
周

知
・
斡
旋
・
普
及
に
協
力
し
て
参
り

ま
す
。
ま
た
、
会
員
ニ
ー
ズ
を
掘
り

起
こ
し
、
加
入
拡
大
に
繋
げ
て
参
り

ま
す
。

第
３
回
通
常
総
会
に
報
告
さ
れ
た

「
平
成
26
年
度
事
業
計
画
・
収
支
予

算
」
は
２
月
21
日
開
催
の
理
事
会
で

審
議
し
、
そ
の
結
果
を
報
告
し
た
も

の
で
す
。

平
成
26
年
度

平
成
26
年
度

事
業
活
動
の
方
針
に
つ
い
て

事
業
活
動
の
方
針
に
つ
い
て

●
来
賓
挨
拶
●

山
形
県佐

藤
庄
内
総
合
支
庁
長

酒
田
税
務
署

小
山
総
務
課
長

組
織
強
化
・

基
盤
の
充
実

酒田税務署から感謝状贈呈



お
と
と
し
の
暮
れ
に

衆
議
院
選
挙
が
あ
っ
て
、

自
民
党
政
権
が
で
き
１

年
５
か
月
が
経
過
し
た
。

そ
の
間
、
参
議
院
選
挙

が
あ
り
衆
参
ね
じ
れ
現

象
が
解
消
し
、
安
倍
長

期
政
権
の
基
礎
が
で
き

て
き
た
。
第
２
次
安
倍

政
権
は
、
運
に
も
恵
ま

れ
、
長
期
政
権
の
様
子

を
呈
し
て
い
る
。
そ
の

典
型
が
、
２
０
２
０
年

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開

催
が
決
定
し
た
こ
と
。

本
命
視
さ
れ
て
い
た
イ

ス
タ
ン
ブ
ー
ル
が
、
国

内
の
政
情
不
安
と
隣
国

の
内
戦
な
ど
か
ら
不
安
視
さ
れ
、
相

対
的
に
東
京
が
浮
上
し
た
。

ま
た
、
就
任
前
は
行
き
過
ぎ
た
円

高
、
株
安
で
六
重
苦
と
い
わ
れ
て
い

た
日
本
経
済
だ
っ
た
が
、
ア
ベ
ノ
ミ

ク
ス
が
登
場
し
た
こ
と
で
、
一
斉
に

海
外
の
投
資
家
の
眼
が
日
本
に
向
い

た
。是

正
の
タ
イ
ミ
ン
グ
が
良
か
っ
た
。

最
初
、
出
馬
に
躊
躇
し
て
い
た
自

民
党
総
裁
選
挙
も
、
有
力
な
対
抗
馬

が
次
々
に
脱
落
す
る
中
で
、
盟
友
の

ひ
ざ
詰
め
談
判
で
覚
悟
を
決
め
た
。

安
倍
政
権
の
行
方

６
月
22
日
で
国
会
が
閉
会
し
、
内

閣
改
造
の
話
題
が
出
て
く
る
。
総
裁

選
挙
に
出
馬
す
る
と
き
に
功
績
が
あ

っ
た
人
へ
の
処
遇
が
関
心
の
的
。

菅
さ
ん
と
、
麻
生
さ
ん
は
総
理
の

信
頼
が
厚
い
。
総
理
の
周
辺
に
は
二

つ
の
グ
ル
ー
プ
が
あ
り
、
考
え
方
が

近
い
タ
カ
派
の
人
達
と
、
実
務
派
の

人
達
。
安
倍
政
権
を
動
か
し
て
い
る

の
は
、「
３
Ａ
＋
Ｓ
」
と
言
わ
れ
、

重
要
な
政
策
は
、
こ
こ
で
決
め
ら
れ

て
い
る
。
例
え
ば
、
今
話
題
の
農
協

改
革
の
話
も
、
農
林
水
産
大
臣
に
相

談
さ
れ
て
い
な
い
。

戦
後
総
理
大
臣
を
２
回
や
っ
た
の

は
、
吉
田
茂
と
安
倍
さ
ん
の
み
。
二

人
は
非
常
に
共
通
項
が
あ
る
。
第
２

次
〜
第
５
次
吉
田
内
閣
は
、
６
年
間

で
い
ろ
い
ろ
の
業
績
を
残
し
た
。
安

倍
総
理
自
身
、
今
後
６
年
と
言
っ
て

お
り
、
多
分
に
吉
田
さ
ん
を
意
識
し

て
い
る
と
思
う
が
、
そ
の
く
ら
い
長

期
間
や
ら
な
い
と
、
自
分
の
考
え
て

い
る
ゴ
ー
ル
に
た
ど
り
着
か
な
い
。

安
倍
総
理
の

目
指
す
ゴ
ー
ル

安
倍
総
理
が
目
指
す
ゴ
ー
ル
は
、

憲
法
改
正
。
し
か
も
、
９
条
。
い
く

ら
な
ん
で
も
ズ
バ
リ
改
正
は
、
ハ
ー

ド
ル
が
高
す
ぎ
る
。
そ
こ
で
、
出
て

き
た
の
が
、
憲
法
改
正
２
段
階
論
。

ま
ず
96
条
を
改
正
し
、
発
議
要
件

を
最
初
に
下
げ
て
、
そ
れ
か
ら
９
条
、

13
条
、
25
条
の
改
正
に
着
手
す
る
。

し
か
し
、
２
段
階
論
に
は
国
民
の
反

対
が
意
外
と
多
か
っ
た
。

憲
法
改
正
は
時
間
が
掛
か
る
の
で
、

当
面
憲
法
改
正
を
し
な
く
て
も
で
き

る
強
い
国
づ
く
り
に
専
念
す
る
こ
と

に
な
っ
た
。
経
済
の
強
い
国
づ
く
り

が
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
、
政
治
の
面
で
の

強
い
国
づ
く
り
が
安
全
保
障
政
策
の

強
化
。
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今後の政局と日本経済の展望
～アベノミクスの行方～

講師の先生は、昭和32年兵庫県のお生まれで、東京大学文学部卒業後、㈱東京放送に入社。報道
局に所属し、記者、編集者として時の政治の中心を取材してきました。「ニュースの森」キャスター
として視聴者に分かり易い報道に従事してきました。軽妙な口調で安倍政権を取り巻く状況と今後
の日本について分かり易く解説していただきました。

第３回 通常総会 記念講演会

講師／ＴＢＳテレビ報道局 解説・専門記者室長

杉 尾 秀 哉 氏

安
倍
政
権

誕
生
の
裏
側



去
年
、
安
全
保
障
会
議
を
創
り
セ

ッ
ト
と
な
る
特
定
秘
密
保
護
法
案
を

無
理
や
り
通
し
た
。
今
年
は
、
集
団

的
自
衛
権
の
行
使
。
２
０
１
６
年
７

月
に
衆
参
ダ
ブ
ル
選
挙
で
勝
て
れ
ば
、

戦
後
レ
ジ
ュ
ー
ム
の
脱
却
の
総
仕
上

げ
が
で
き
る
と
考
え
て
い
る
。

安
倍
政
権
の
外
交
政
策

菅
さ
ん
が
、
ず
っ
と
止
め
て
い
た

総
理
の
靖
国
参
拝
は
、
外
交
的
に
大

き
な
痛
手
と
な
っ
た
。
ア
メ
リ
カ
も

欧
米
も
阿
倍
さ
ん
の
事
を
非
常
に
警

戒
し
て
い
る
。
戦
後
の
歴
史
を
修
正

し
よ
う
と
し
て
い
る
の

で
は
な
い
か
と
み
ら
れ

て
い
る
。
仮
に
安
倍
政

権
が
失
速
す
る
こ
と
が

あ
る
と
す
れ
ば
、
歴
史

認
識
問
題
だ
ろ
う
。

Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
は
、
シ

ン
ガ
ポ
ー
ル
で
閣
僚
交

渉
が
基
本
合
意
で
き
な

か
っ
た
。
メ
デ
ィ
ア
に

よ
っ
て
報
道
内
容
が
異

な
る
が
、
日
米
間
で
基

本
合
意
し
て
い
る
と
み

て
い
る
。
焦
点
だ
っ
た

牛
肉
も
豚
肉
も
大
幅
に

関
税
が
下
が
る
が
、
豚

肉
の
方
が
大
変
だ
ろ
う
。

た
だ
、
表
に
数
字
を
出

せ
な
い
状
態
だ
。

日
中
、
尖
閣
問
題
は
リ
ス
ク
と
認

識
さ
れ
、
保
険
業
界
で
の
戦
争
リ
ス

ク
の
数
字
が
少
し
ず
つ
上
が
っ
て
い

る
よ
う
だ
。

ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
の
成
果

昨
年
前
半
は
、
外
国
人
の
投
資
家

が
買
い
越
し
た
こ
と
で
株
高
・
円
安

が
進
み
、
１
年
間
で
60
％
も
上
昇
し

た
。
し
か
し
、
今
年
に
な
っ
て
外
国

人
投
資
家
は
日
本
の
株
を
買
っ
て
い

な
い
。
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
の
成
長
戦
略

が
は
っ
き
り
し
な
い
と
、
若
干
の
疑

問
符
が
付
け
は
じ
め
ら
れ
た
。
し
か

し
、
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
の
成
果
が
表
れ

る
の
は
、
２
〜
３
年
か
か
る
。

さ
ら
に
、
４
月
に
消
費
税
増
税
が

あ
っ
た
。
い
ろ
い
ろ
の
経
済
指
標
を

み
る
と
、
消
費
税
増
税
の
駆
け
込
み

需
要
の
反
動
は
、
想
定
内
と
し
て
い

る
。た

だ
、
日
本
の
景
気
は
外
的
要
因

に
左
右
さ
れ
る
こ
と
が
多
く
、
先
行

き
の
見
通
し
は
も
う
少
し
慎
重
に
見

る
必
要
が
あ
る
が
、
い
ま
の
と
こ
ろ

想
定
内
。

消

費

税

10

％

は

来
年
10
月
に
10
％
の
予
定
に
な
っ

て
い
る
が
、
す
る
か
し
な
い
か
の
判

断
は
、
今
年
の
年
末
ま
で
に
判
断
。

来
年
、
再
来
年
の
政
治
日
程
を
考
え

る
と
、
安
倍
総
理
の
本
心
は
、
増
税

を
し
た
く
な
い
。
党
内
に
も
、
経
済

界
に
も
慎
重
論
が
あ
る
。
た
だ
上
げ

な
い
こ
と
が
、
日
本
の
将
来
に
良
い

か
は
わ
か
ら
な
い
。
今
日
本
の
借
金

が
１
，０
０
０
兆
円
を
超
え
て
い
る
。

基
本
的
財
政
収
支
（
プ
ラ
イ
マ
リ
ー

バ
ラ
ン
ス
）
を
黒
字
化
す
る
に
必
要

な
消
費
税
は
、
20
％
と
言
わ
れ
て
い

る
。
こ
こ
ま
で
上
が
っ
た
ら
、
仕
事

や
商
売
は
ど
う
な
る
だ
ろ
う
か
。

ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
、
三
本
の
矢
、
１

本
目
、
２
本
目
は
効
い
た
が
、
２
本

目
の
効
果
が
薄
れ
か
け
て
き
た
。
昨

年
発
表
し
た
民
間
の
成
長
の
後
押
し

を
す
る
３
本
目
の
第
１
弾
は
評
判
が

悪
か
っ
た
。
第
２
弾
を
６
月
に
発
表

予
定
で
、
目
玉
は
法
人
税
の
実
効
税

率
の
引
き
下
げ
。

た
だ
１
％
の
引
き
下
げ
が
５
０
０

億
の
影
響
な
の
で
、
５
年
く
ら
い
か

け
て
10
％
下
げ
る
こ
と
に
落
ち
着
く

の
で
は
な
い
か
。

ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
世
界
戦
略

ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
の
成
長
戦
略
を
後

押
し
す
る
の
が
、
ア
ジ
ア
の
活
力
。

今
ア
ジ
ア
の
中
に
中
間
層
、
富
裕
層

が
猛
烈
な
勢
い
で
増
え
て
い
る
。
こ

の
人
た
ち
が
日
本
の
製
品
、
農
産
物

を
買
っ
て
く
れ
る
か
、
日
本
に
来
て

く
れ
る
か
が
カ
ギ
。
ア
メ
リ
カ
と
中

国
が
経
済
戦
略
で
主
導
権
争
い
を
し

て
い
る
が
、
将
来
的
に
は
Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｃ

（
ア
ジ
ア
太
平
洋
首
脳
会
議
）
参
加

国
全
体
で
Ｆ
Ｔ
Ａ
Ａ
Ｐ
（
ア
ジ
ア
太

平
洋
自
由
貿
易
圏
）
を
作
る
構
想
が

あ
り
、
大
き
な
自
由
貿
易
の
流
れ
が
、

世
界
の
成
長
セ
ン
タ
ー
の
ア
ジ
ア
で

起
こ
っ
て
い
る
。
こ
う
し
た
ア
ジ
ア

の
活
力
を
ど
こ
ま
で
取
り
込
め
ら
れ

る
か
で
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
を
左
右
す
る
。

人

口

減

少

問

題

２
０
６
０
年
、
日
本
の
人
口
が

８
，６
０
０
万
人
と
推
計
さ
れ
て
い

る
。
１
年
で
約
80
万
人
減
少
す
る
。

特
に
地
方
で
は
人
口
減
少
が
深
刻
な

問
題
と
な
る
。
社
会
保
障
の
面
で
は
、

胴
上
げ
社
会
か
ら
今
で
は
騎
馬
戦
型

に
な
っ
て
お
り
、
将
来
は
肩
車
社
会

に
な
る
。
下
の
馬
が
つ
ぶ
れ
る
と
社

会
が
衰
退
す
る
の
で
、
馬
が
つ
ぶ
れ

な
い
仕
組
み
が
必
要
に
な
る
。
一
つ

は
、
上
を
軽
く
す
る
。
年
金
額
を
減

ら
す
、
支
給
開
始
年
齢
を
遅
ら
す
。

二
つ
目
は
下
の
馬
を
強
く
す
る
方
法
。

キ
ー
ワ
ー
ド
は
女
性
、
高
齢
者
、
外

国
人
。
女
性
が
社
会
進
出
し
や
す
い

就
労
環
境
の
整
備
、
定
年
制
の
廃
止
、

外
国
人
・
移
民
を
ど
こ
ま
で
受
け
入

れ
る
の
か
。

日
本
の
向
か
う
方
向

日
本
は
世
界
に
先
立
ち
課
題
を
突

き
付
け
ら
れ
た
が
、
こ
と
ご
と
く
解

決
し
て
き
た
。
日
本
は
老
人
大
国
に

な
り
つ
つ
あ
る
が
、
ア
ジ
ア
も
ア
フ

リ
カ
も
南
ア
メ
リ
カ
も
同
じ
課
題
に

直
面
す
る
。
日
本
が
先
駆
け
て
こ
の

問
題
を
解
決
で
き
れ
ば
、
世
界
モ
デ

ル
に
な
る
。
成
長
セ
ン
タ
ー
の
ア
ジ

ア
に
は
膨
大
な
市
場
が
あ
り
、
高
度

な
技
術
力
も
あ
る
。
治
安
の
良
さ
、

文
化
、
サ
ー
ビ
ス
の
質
、
美
し
い
自

然
な
ど
の
ソ
フ
ト
パ
ワ
ー
を
十
分
生

か
し
、
大
転
換
期
に
ア
ジ
ャ
イ
ル

（
機
敏
）
に
対
応
で
き
る
か
に
か
か

っ
て
い
る
。
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毎年、11月11日から17日までを「税を考
える週間」として、国民の皆様に税の意義
や役割について考えていただくとともに、
税務行政への理解を深めていただくため、
各種広報広聴活動を行っています。
今年は、吉川 忠英（ちゅうえい）のギ

ターコンサートを企画しました。

開催日時／平成26年11月11日㈫
午後６時30分～

会 場／酒田市民会館・希望ホール
ご 案 内／９月以降、ポスター・チラシ等

でご案内します。

「吉川 忠英＆フレンズ」

─平原を抜ける風!! ─

平成26年度「税を考える週間」記念事業

 

 
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

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
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

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



第
３
回
通
常
総
会
の
席
上
、ｅ

－

Ｔ
ａ
ｘ
の
普
及
、
利
用
促
進
に
多

大
な
貢
献
が
あ
っ
た
と
し
て
、
酒

田
税
務
署
長
名
の
感
謝
状
が
、
小

山
徹
総
務
課
長
か
ら
酒
田
法
人
会

に
対
し
贈
呈
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

昨
年
11
月
28
日
、
パ
ソ
コ
ン
教

室
を
会
場
に
開
催
さ
れ
た
「
ｅ

－

Ｔ
ａ
ｘ
・
ｅ
Ｌ
Ｔ
ａ
ｘ
パ
ソ
コ
ン

体
験
講
習
会
」
や
、
７
回
に
わ
た

る
ｅ

－

Ｔ
ａ
ｘ
説
明
会
で
、電
子
申

請
の
割
合
が
向
上
し
た
こ
と
な
ど

が
評
価
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ま
す
。

平
成
19
年
か
ら
酒
田
法
人
会
を

支
え
て
こ
ら
れ
た
犬
貝
紘
事
務
局

長
が
４
月
末
で
退
職
さ
れ
ま
し
た
。

任
期
中
「
公
益
法
人
改
革
」
に

逸
早
く
着
手
し
、
県
内
、
他
単
位

会
に
先
駆
け
て
、
公
益
社
団
法
人

へ
移
行
を
果
た
し
ま
し
た
。
そ
の

ご
労
苦
に
対
し
、
総
会
後
の
懇
談

会
に
お
い
て
、
前
田
会
長
名
の
感

謝
状
と
記
念
品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

会
場
の
会
員
の
皆
様
か
ら
も
感
謝

と
労
を
ね
ぎ
ら
う
拍
手
が
あ
り
ま

し
た
。 酒

田
法
人
会
に
感
謝
状
贈
呈
さ
れ
る

犬
貝
事
務
局
長
永
い
間
ご
苦
労
様
で
し
た

高齢化社会では、介護という課題に直面する家庭も多
くなっています。
明るい老後を過ごすヒントになるよう、施設の見学、
介護の現状をお話いただきます。参加希望の方は、事務
局までご連絡願います。

開催日時／平成26年７月11日㈮
施設見学 午後１時30分～２時
講 演 午後２時～３時30分

開催場所／老人保健施設 明日葉
酒田市曙町2-18-6（Tel 22-8335）

講師／医療法人社団 さつき会 理事長 瀬尾絹子 氏

女性部会主催
｢健康教室｣のご案内

公 開
講演会

庄内地域の人口減少が、県平均を上回る勢いで進んで
いますが、その原因の一つに、この地域の高卒者の県内
就職率の低さが挙げられます。
就職氷河期と言われた時代に、県外企業の求人に頼っ
てきた関係が今でも続く中、求人票の提出の早い県外企
業から就職が決まっていく傾向があります。
将来、地元を支える若者の定着を促進するためにも、
酒田法人会の会員企業の皆様からの早期求人票の提出に
ついて、ご理解とご協力をお願いします。
（山形県庄内総合支庁産業経済企画課 TEL 0235(66)5494）

山形県からの
お願い

新規高卒者県内就職率（平成26年３月卒）
村 山 最 上 置 賜 庄 内 県平均
89.8％ 69.3％ 78.0％ 65.3％ 78.2％

入場
無料

来春高卒者の求人票の早期提出をお願いします
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昨
年
度
女
性
部
会
も
、
役
員
改

選
期
に
当
た
り
、
新
体
制
で
各
事

業
が
推
進
さ
れ
ま
し
た
。
役
員
の

数
を
絞
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
９
回

に
わ
た
る
役
員
会
を
開
催
し
、
活

発
に
事
業
が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。

年
間
活
動
テ
ー
マ
を
「
酒
田
を

識
る
」
と
し
、
講
演
会
を
実
施
、

ま
た
健
康
に
関
す
る
事
業
も
展
開

し
ま
し
た
。

青
年
部
会
と
連
携
し
て
実
施
し

て
い
る
「
出
前
租
税
教
室
」
は
４

校
の
内
２
校
を
担
当
し
、
そ
の
他

の
小
学
校
は
サ
ポ
ー
ト
し
ま
し
た
。

連
動
し
て
取
組
ん
だ
「
第
６
回
絵

は
が
き
コ
ン
ク
ー
ル
」
で
は
多
く

の
出
展
が
あ
り
、
税
に
関
す
る
啓

発
に
寄
与
し
た
も
の
と
考
え
ま
す
。

全
法
連
の
取
組
み
に
呼
応
し
た

「
い
ち
ご
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」（
節
電

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
）
は
駅
前
商
店
街

ビ
ア
パ
ー
テ
イ
ー
会
場
で
広
く
協

力
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

今
年
度
も
講
演
会
や
先
進
企
業

の
視
察
を
行
う
な
ど
、
会
員
の
相

互
交
流
を
図
る
こ
と
を
確
認
し
ま

し
た
。

総
会
後
、
杉
原
丈
夫
氏
か
ら

「
江
戸
時
代
の
酒
田
〜
町
の
し
く

み
と
善
行
者
〜
」
と
題
し
、
記
念

講
演
が
行
わ
れ
、
江
戸
時
代
の
行

政
組
織
や
人
々
の
生
活
に
つ
い
て
、

ス
ク
リ
ー
ン
を
使
っ
て
分
か
り
易

く
解
説
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

青
年
部
会
は
、
昨
年
度
部
会
設

立
か
ら
20
年
を
経
過
す
る
節
目
の

年
に
当
た
り
、
ま
た
役
員
改
選
期

で
も
あ
り
、
新
た
な
体
制
で
活
動

を
行
い
ま
し
た
。
部
会
の
活
動
力

は
、
酒
田
法
人
会
の
諸
活
動
の
推

進
力
と
し
て
、
遺
憾
な
く
そ
の
力

を
発
揮
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

三
委
員
会
（
総
務
交
流
・
税

務
・
社
会
貢
献
）
で
の
企
画
検
討

が
早
目
に
な
さ
れ
、
先
進
企
業
訪

問
、
教
育
問
題
を
テ
ー
マ
に
据
え

つ
つ
、
各
事
業
が
積
極
的
に
実
施

さ
れ
ま
し
た
。

今
年
度
は
、
組
織
拡
大
が
重
要

な
課
題
と
し
て
、
会
員
拡
大
交
流

委
員
会
を
発
足
さ
せ
、
幹
事
役
員

が
全
員
で
会
員
拡
大
に
努
力
す
る

こ
と
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

従
っ
て
、「
総
務
交
流
委
員
会
」

の
名
称
を
「
総
務
委
員
会
」
と
改

称
し
ま
し
た
。

８
年
目
に
入
る
継
続
事
業
の

「
出
前
租
税
教
室
」
は
、
４
校
の

小
学
校
で
実
施
し
、
女
性
部
会
と

連
携
し
、
担
当
校
並
び
に
サ
ポ
ー

ト
を
行
う
こ
と
が
確
認
さ
れ
ま
し

た
。本

総
会
を
以
っ
て
卒
業
し
た
会

員
は
１
人
で
し
た
が
、
今
後
も
い

ろ
い
ろ
の
形
で
支
援
を
お
願
い
し

ま
し
た
。

法人会の推進力を担っている「青年部会」「女性部会」「研修部会」の３部会の通常総会が
それぞれ開催されました。

青 年 部 会 ４月17日㈭ 18：30～ 日新開発ビル
女 性 部 会 ４月23日㈬ 10：30～ ベルナール酒田
研 修 部 会 ４月16日㈬ 12：45～ ベルナール酒田

昨
年
度
は
研
修
部
会
に
組
織
を
改
正

し
、
２
年
目
の
事
業
を
実
施
し
ま
し
た
。

も
と
も
と
、
実
務
担
当
者
の
研
修
会
と

し
て
歴
史
を
重
ね
て
き
ま
し
た
が
、
公

益
法
人
化
に
な
っ
た
こ
と
で
、
よ
り
公

益
性
が
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
公
開
講
座
を
取
り
入
れ
た
り
、
他

部
会
と
の
共
催
事
業
も
積
極
的
に
行
い

ま
し
た
。
テ
ー
マ
も
企
業
で
求
め
ら
れ

る
実
務
だ
け
で
な
く
、
介
護
の
問
題
や
、

市
庁
舎
建
設
に
係
る
話
な
ど
、
幅
広
い

内
容
で
毎
月
の
例
会
を
実
施
し
ま
し
た
。

今
年
度
も
経
営
実
務
を
中
心
に
し
つ

つ
、
幅
広
い
テ
ー
マ
で
年
間
計
画
を
実

施
し
、
他
部
会
と
も
共
催
し
な
が
ら
取

り
組
ん
で
い
く
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。

総
会
後
、
東
北
財
務
局

山
形
財
務

事
務
所
長
の
佐
藤
和
久
氏
か
ら
、
山
形

県
の
経
済
状
況
等
に
つ
い
て
、
資
料
に

基
づ
い
て
解
説
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

女性部会長

女
性
部
会

女
性
部
会

青年部会長

研修部会長

研
修
部
会

研
修
部
会

青
年
部
会

青
年
部
会

平成26年度 ３部会

第３回 部会総会が開かれました第３回 部会総会が開かれました


